
九里学園年表

1901年 (明治 34年) 九 里裁縫女学校創立

1903年 (明治 36年) 門 東町下の町に新校舎移転 寄 宿舎設置

1906年 (明治 39年)研 究科を併置する

1917年 (大正 6年 ) 米 沢大火 学 校も類焼

1922年 (大正 11年) 九 里裁縫女学校師範科を開設

1923年 (大正 12年)職 業学校令による許可学校となる

1928年 (昭和 3年) 学 則改正 1部 4年 、2部 2年制とする

1929年 (昭和 4年 ) 裁 縫専修夜間部新設

1934年 (昭和 9年 ) ア イロン消し忘れから校舎の大部分を焼失

1935年 (昭和 10年)財 団法人九里学園設定 現 在地門東町 1丁 目に新校舎竣工

1936年 (昭和 11年)別 科専修科を設置

1939年 (昭和 14年) 九 里裁縫女学校西校舎 2教室増築

1942年 (昭和 17年)範 科 ・専修科を廃止 衣料切符制度となり教材の布地が入手困難になる

1943年 (昭和 18年) 戦 時の国家要請により九里裁縫女学校から米沢女子商業学校へ校名変更

1947年 (昭和 22年) 九 里とみ校長職を退く 学 制改革により校名を米沢女子高等学校となる

『九里学園百年の軌跡』よリー部抜粋

No 資料名 時代 法量 備 考

本科及途成科過程細 目 大正初期 鮭24cm、 横 37cm

2 本裁女物単衣本重ね 大正初期 身文:55.2cm、身幅19cm、袖10.4cm 本科 三年時制作

3 本裁女物半重ね 大正初期 身丈:55.2cm、 身幅 19cm、 袖 幅 11,2cm 本科三年時制作

4 一ツ身軍衣本重ね 大正初期 身丈31.2cm、身相101田も袖幅7.8cm 本科 三年 時制作

男物道行合羽 大正初期 身丈:3486cm、身電20.6cm、 袖 11.7cm 本科三年時制作

6 大 人シャツ 大正初期 柿文:24cm、 施回り17.5cm、 腰回り18cm 水科 二年 時制作

蝉形型紙 大正初期

8 飾 り盤 rttR太 大正初期 鯛“9.8cm、 村&17.3cm

9 ボタン付け殺習教材 大正初期 縦17.2cm、横14cm

10 ボタン付け練習教材 大正初期 縦16cm、構 12cm

ボタン穴制 作績 習数材 大正初期 縦16cm、横1lcm

12 本裁男物袴 大正初期 丈130.5cm、 現レ8嘔20cm 本科三年時制作

13 男物平袴 大正初期 丈:30.5cm、身幅 19.5cm 本科 三年時制作

14 女物楢有袴 大正初期 丈30.5cm、身幅20.3cm 本科三年時制作

15 本裁給股引 大正初期 丈31cm、 肥壁T26.4cm、 腰帽 11.7cm 本科三年時制作

16 股 引 大正初期 丈37.8cm、 股下 27cm、 腰幅 17.5cm

股 引 大正初期 丈35.8cm、 脳r下23.5cm、 肥ヨ嘔7.9cm

18 袴腰板 大正初期 上部18cm、下部23.8cm、長さ5cm
19 脚絆 大正初期 上部 12.5cm、 T部 9.5cm、長さ11.7cm

20 袴地型紙 大正初期 縦 12.5cm、 横 672.72cm

21 運針練習教材 大正初期 締t17cm、横88.5cm
22 袖部品 大正初期 袖 丈:39cm、 純B幅 15cm、 袖 日21cm

23 部分縫 い練 習 大 正初期 翻と19cm、 横9.8cm 本科 三年時制作
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